（各課様式１）

予算要求資料
令和２年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費
	事業名　強い畜産構造改革事業補助金（家畜伝染病）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　農政部　家畜伝染病対策課　感染予防対策係　電話番号：058-272-1111（内2908）

　　　　　　　                         E-mail： c11450@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　20,000千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	   0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	20,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	20,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　　平成３０年９月、県内で３６年ぶりとなるＣＳＦ発生以来、半数以上の養豚が失われ、まさに県内の養豚業は危機的な状況であったが、県内で飼養される豚等に対し、１０月２５日からワクチンの予防接種を開始し、県の養豚農家に対するＣＳＦ対策が一区切りついたところである。
県内養豚業の再生のため、発生農家においては速やかな経営再開が望まれており、そのほかの養豚農家においてもＣＳＦ等の家畜伝染病防御のため、さらなる飼養衛生管理の強化が急務であるが、経費の負担が増している。

県は、ＣＳＦ発生農家等の経営再開に要する経費及び養豚農家が実施する飼養衛生管理向上のために必要な経費の一部を補助する。
（２）事業内容

　　　県は、県内養豚業の再生のため、一般社団法人岐阜県畜産協会が実施するＣＳＦ発生農家等に対する経営再開及び飼養衛生管理の強化のために必要な経費に対する補助事業に対し補助する。
【補助対象となる経費】
■発生農家が対象

① 豚舎内の有害生物の調査及び駆除経費

② 設備再稼働のための点検・メンテナンス経費

③ 専門家による再開指導経費
■全農家が対象

④ 農場周辺の消毒資材及び小動物侵入防止対策資材の掛増し経費
⑤ 繁殖豚導入時の積替え、車両消毒及び運賃等の掛増し経費並びに飼料購入時の運賃等の掛増し経費

⑥ 従業員等に対する教育経費
（３）県負担・補助率の考え方

　　県負担：一般財源　　補助率：10/10以内（間接補助においては1/2以内）
（４）類似事業の有無
　　ＣＳＦ発生農家に対する支援策として類似事業はないが、畜産振興課がハード事業整備補助、農業経営課が制度融資を実施。
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	20,000
	経営再開及び飼養衛生管理の強化に必要な経費に対する補助事業

	合計
	20,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　各種計画での位置づけはない。
（２）国・他県の状況

　　ＣＳＦ発生農家等に対する類似の補助事業はない。
（３）後年度の財政負担
　　ＣＳＦ発生農家の早期の経営再開を促すため、令和３年度を限度とする。
（４）事業主体及びその妥当性
　　岐阜県畜産協会は県内の農家に対する各種支援を実施する公益法人であり、当法人を通じて補助事業を実施することにより他事業との連携が可能となる。

県単独補助金事業評価調書
	■  新規要求事業

	□  継続要求事業


	補助事業名
	強い畜産構造改革事業（養豚業再生支援型）

	補助事業者（団体）
	一般社団法人 岐阜県畜産協会
（理由）養豚農家に対し各種補助等の支援を実施しており、連携した支援が可能なため

	補助事業の概要
	（目的）県内養豚業の再生
（内容）ＣＳＦ発生農家の経営再開に必要な経費及び養豚農家の飼養衛生管理向上に必要な経費に対する一部補助

	補助率・補助単価等
	定率

（内容）10/10以内（間接補助においては1/2以内）
（理由）県政の重要課題であるため

	補助効果
	ＣＳＦ発生農家の経営再開及び県内農場の飼養衛生管理向上のよる県内養豚業の再生

	終期の設定
	終期　令和３年度

（理由）ＣＳＦ発生農家の早期の経営再開を促すため、令和３年度を限度とする。


（事業目標）
	・終期までに何をどのような状態にしたいのか

　発生農家（早期出荷実施事業を実施した農家を含む。）のうち経営再開を目指す農家が全て達成された状態。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前

(R1度10月末)
	目標

（R2年度末)
	目標

(終期)

	①発生農家の経営再開率
	10.5％
	63.2％
	100％


	
	H28年度
	H29年度
	H30年度
	R元年度
	R2年度

（要求）

	補助金交付実績
	千円
	千円
	千円
	(予算額)

千円
	(要求額)

20,000千円

	指標①目標
	
	
	
	
	12/19農家

	指標①実績
	
	
	
	(推計値)


	(推計値)



	指標①達成率
	％
	％
	％
	(推計値)
％
	(推計値)
％


（前年度の成果）

	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項



（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)
○
	ＣＳＦ発生により大きな打撃を受けた県内養豚業の再生は急務であり、公益性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

	


（事業の見直し検討）

	


（終期到来時の翌年度以降の事業方針）
	継続・削減・統合・廃止

（理由）




